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　穏やかな春の日差しが心地良い３月20日、３年に１
度の大祭「森の石松まつり」が開催されました。森町
キャンペーンガールや遠江総合高校生など女性たちが
扮する「次郎長一家二十八人衆」の仮装行列が町内を
練り歩き、大洞院の石松墓前に到着すると沿道から盛ん
な歓声が送られました。（関連記事10ページ）
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キャンペーンガールや遠江総合高校生など女性たちが
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「森の石松」役の村松莉彩さんら次郎長一家二十八人衆が威勢良く放り投げ、天高く舞う三度笠（大洞院の石松墓前で）「森の石松」役の村松莉彩さんら次郎長一家二十八人衆が威勢良く放り投げ、天高く舞う三度笠（大洞院の石松墓前で）「森の石松」役の村松莉彩さんら次郎長一家二十八人衆が威勢良く放り投げ、天高く舞う三度笠（大洞院の石松墓前で）「森の石松」役の村松莉彩さんら次郎長一家二十八人衆が威勢良く放り投げ、天高く舞う三度笠（大洞院の石松墓前で）
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く
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次
世
代
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

選
ば
れ
る
森
町
に

森
町
長
に
就
任
し
、
1
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
就
任
翌
日
に
議
会
定
例

会
が
開
会
し
、
閉
会
後
は
す
ぐ
に
年

度
末
、
年
度
初
め
と
な
り
、
行
事
に

追
わ
れ
な
が
ら
慌
た
だ
し
く
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

3
月
議
会
で
お
認
め
い
た
だ
い
た

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
行
政
運

営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
の
骨

格
予
算
で
す
。
現
在
、
私
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

的
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

4
月
中
に
は
臨
時
議
会
を
開
い
て
い

た
だ
き
、
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
は
町
長
を
は
じ
め
、
職
員
全
員

が
森
町
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減
少
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
自

治
体
も
選
択
さ
れ
る
対
象
の
一
つ
で

す
。
多
く
の
人
に
「
森
町
に
住
み
た

い
」
と
、
選
ん
で
い
た
だ
け
る
町
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
土
台

を
、
私
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

行
政
と
住
民
の
信
頼
関
係
を
生
み

出
す
対
話
。
地
域
と
地
域
、
古
い
も

の
と
新
し
い
も
の
、
人
と
自
然
な
ど

の
調
和
。
町
民
、
行
政
、
事
業
者
、

森
町
フ
ァ
ン
な
ど
森
町
に
関
わ
る

人
の
輪
。
こ
れ
ら
を
土
台
に
、
次
の

3
つ
に
取
り
組
み
ま
す
。「
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
う
」、「
財
源
を
確
保

す
る
」、「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ

く
る
」。
そ
し
て
、
次
世
代
の
森
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
へ

私
た
ち
の
住
む
森
町
は
、
美
し
い

景
観
、
恵
ま
れ
た
食
、
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
、
京
都
を

模
し
た
古
代
の
都
う
つ
し
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
か
ら
「
遠
州
の
小
京
都
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
古
き
良
き
も
の
を
守
り
な

が
ら
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、

町
民
と
の
対
話
を
深
め
つ
つ
住
民

の
総
意
を
集
め
、
森
町
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
で
大
き
な
輪
を
つ
く
り
、

『
遠
州
の
小
京
都
・
森
町
』
ま
る

ご
と
『
心
和
ら
ぐ
ま
ち
』
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
誰

も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
住
み
続
け

ら
れ
る
森
町
」
「
訪
れ
た
人
が
住
み

た
く
な
る
森
町
」
の
実
現
に
向
け
全

力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●結婚・出産・子育て支援の充実
　（保育園定員増加支援・未就学児の医療費負担ゼロなど）
●定住・移住の促進
　（空き家情報の発信、移動販売による買い物支援など）
●生活環境の整備
　（インターネット環境の整備、生活道路の整備など）

３つの取り組み３つの取り組み
1 人口減少に立ち向かう

●産業の振興による税収アップ
　（特産物のブランド化、積極的な企業誘致など）
●ふるさと納税の積極的な取り組み
　（お礼の品で地元特産品をPR、森町ファンを増やす）
●国・県との太いパイプで有利な事業を実施
　（国会・県議会議員との連携で国・県補助金の情報を収集）

2 財源を確保する

●地域包括ケアシステムの構築
　（行政と森町病院が一体となってシステムを構築）
●森町病院の経営支援
●住む人も訪れる人も心和らぐまち
　（歴史的・文化的資源の保全活用、ICTを活用した
　　　　観光振興、町営バス再編による足の確保など）

3 人にやさしいまちをつくる

太田やすお
マニフェストより（　　　　　）

森小放課後児童クラブの子どもたちと太田町長
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活性化につながる人づくりを
私の考える地域活性化とは

「地域の人の為になる人材を育
て、その地域で人材を育て続け
ること」いわゆる人づくりに尽
きると思います。今後、太田町
長に期待したいことは、農業が
やりたい若者を招く「地域おこ
し協力隊」の導入。三倉地区の光
ケーブル化で情報格差を無くす
こと。また、田舎の風情を活用
した観光開発です。三丸山や戦
国夢街道などの景観は最高の素
材。町にホテルは無くても、民
泊・農家民宿・コテージのほか、
空き家を活用すれば大きな観光
スポットになると思います。

すべての人にやさしいまちに
太田町長の人口減少対策・財
源確保・人にやさしいまちづく
りの3つの政策に大変期待して
います。人にやさしいまちとは、
弱者に優しい町であると考えま
す。私たちの活動を通して、高齢
者や児童はまずまず行き届いて
いると思いますが、障害者への
取り組みは遅れており、是非力
を入れていただきたいと思いま
す。歩道の段差解消や雇用の確
保など、障害者が地域の中で生
き生きと暮らせる町になるため
に、太田町長には「すべての人に
やさしいまちづくり」を期待し
ています。

　町営バスの積極利用を　
天方小の放課後子ども教室は、

安心・安全な居場所づくりのた
めに、地域の大人が世代を超え
た交流でサポートしています。
勉強は教えませんが、子どもた
ちが自主的に宿題を済ませたり、
上級生が下級生の面倒をみてい
る姿を見るとうれしくなります。
今後は、画用紙など消耗品の充
実をお願いします。また、登下校
に町営バスを利用する子が多い
ですが、学校活動の中で町営バ
スをもっと積極的に利用すれば
乗客数の増加につながると思う
のでご検討をお願いします。

　　補助金などのPRを　　
農業に関する補助金や助成金
については、聞きに行かなけれ
ば教えてもらえないし、知らな
い人も多いので、町はもっとPR
してほしいです。役場と農協は
連携を深め、行政から農協に補
助金の情報を伝えてもらえれ
ば、規模を大きくしたい若手は、
それらを有効に活用できると思
います。同じく耕作放棄地の情
報も農協に伝えて皆が情報を共
有できれば、その農地にもチャ
ンスが生まれると思います。太
田町長は「次世代のまちづくり」
を進めるということで、是非頑
張っていただきたいです。

昔の活気を取り戻す茶業振興を
森町は昔からの茶産地で、か
つては静岡市に次ぐ集散地でも
ありました。昔の活気を取り戻
すように、「お茶」に対する町を
挙げてのバックアップと、町長
の若い感性で、若い人達もお茶
に親しんでもらえるような取り
組みを期待します。現在、生産者
の後継者不足や荒廃茶園の問題
はあるものの、町が指定を受け
た県の茶園景観プロジェクト＊を
生かし、地域の茶業が活性化し
ていくことを願います。また、お
茶に特化した資料館なども作っ
ていただきたいです。

　若い世代向けのPRを　
大学生のときに出身を森町と
答えると「知らない」という人が
多かったことを寂しく感じてい
ます。キャンペーンガールとし
て、若い世代にも森町を知って
もらえるようにPRをしていき
たいと思っていますので、イベ
ントも若者向けのものが増える
とうれしいです。また、「遠州の
小京都」として町全体でPRをし
ていくことで、若い世代も含め、
多くの人が訪れる活気あるまち
づくりに期待しています。

入沢 崇男さん
（中野）
家具製造・農家民
宿・過疎地テーマ

山本 玲子さん
（赤根）
森町民生児童委員
協議会 会長

髙野 芳子さん
（大鳥居）
天方小放課後
子ども教室
コーディネーター

久野 晋嗣さん
（円田）
JA遠州中央
森町青年部 部長

長田 夏海さん
（新町）
森町茶商組合
青年団 団長

永田 歩美さん
（東組）
森町キャンペーン
ガール

若さあふれる行動力とその誠実な人柄で、新たな町政の
かじ取りを任された太田新町長。

さまざまに直面する課題への取り組みや、今後のまちづ
くりに向けてファイト満々。そんな町長に期待する声を、
各分野でご活躍されている 6 人の皆さんに伺いました。

＊静岡県の「美しい茶園でつながるプロジェクト」に森町がモデル地区として選定された。

新新町長に期待！
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平成28年度予算 ■問い合わせ先　役場企画財政課財政係　☎８５－６３０６当初は 骨格予算 でスタート当初は 骨格予算 でスタート

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 60 65 70 75 （億円）

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
、3
月
の
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、4
月
1
日
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
年
2
月
に
町
長
選
挙
を
行
っ
た
た
め
、

本
年
度
の
当
初
予
算
は
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

や
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

一般会計は

62億4,900万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 62億4,900万0千円 15.7%減
国民健康保険 23億2,664万1千円 0.8%増
後期高齢者医療 1億9,904万8千円 0.4%増
介　護　保　険 19億3,673万6千円 3.1%増
公共下水道事業 4億8,371万2千円 6.9%減
簡易水道事業 

 375万7千円 2.9%減

病　院　事　業 33億7,864万0千円 1.5%減
水　道　事　業 5億3,947万8千円 6.3%減
　　合　計 151億1,701万2千円 7.4%減

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

当
初
予
算
の
概
要

 町　　　税 町民税、固定資産税など ２３億５，８９８万円
 分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの １億０，０６２万円
 諸　収　入 預金利子や雑入など ９，０６２万円
 使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ７，９８７万円
 その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ４億６，０６５万円
 地方交付税 国から交付される財源 １３億３，０００万円
 国庫支出金 国からの補助金など ５億４，９２９万円
 各種交付金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ４億０，４４０万円
 県 支 出 金 県からの補助金など ３億９，５３３万円
 町　　　債 事業などのために借りる財源 ３億８，０２０万円
 地方譲与税 国から譲与される財源 ９，９００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など １９億５，３７０万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など ９億９，６９９万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ８億１，３３４万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ８億０，２８７万円
公　債　費 借入金の返済など ６億４，８０４万円
消　防　費 消防、防災対策など ３億５，０６２万円
土　木　費 道路、河川の整備など ３億２，３４７万円
農林水産業費 農業や林業の振興など １億６，７６８万円
商　工　費 商工業の振興など ８，４３１万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，２９５万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，４９９万円

地方譲与税 1.6％その他
0.4％

その他 1.0％

自主財源
49.5％

依存財源
５0.5％

町税
37.8％

諸収入 1.5％

分担金・負担金
1.6％

使用料・手数料 1.3％

その他
（繰入金他）
7.3％

地方交付税
21.3％

町債
6.1％

国庫
支出金
8.8％

県支
 出金
   6.3％各種

 交付金
   6.4％

民生費
31.3％

衛生費
16.0％

総務費
12.8％

教育費
13.0％

公債費
10.4％

消防費
　　5.6％

土木費
　5.2％

農林水産業費 2.7％

商工費 1.3％

議会費 1.3％

補助費
24.2％

人件費
19.3％

物件費
16.4％

扶助費
15.9％

繰出金
10.7％

公債費
　10.4％

普通　　
 建設費
   2.1％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

肉
付
け
は
政
策
の
決
定
後
に

■
当
初
は
骨
格
予
算
で
、
政
策
的
事
業
費
は

4
月
中
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る
予
定

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
62
億
4,
9
0
0
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
11
億
6,
6
0
0
万
円
減
少
し
、

伸
び
率
で
は
マ
イ
ナ
ス
15
・
7
％
と
大
幅
な

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
2
月
に
町
長
選
挙
が
あ
り

経
常
的
経
費
を
主
と
し
た
骨
格
予
算
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
政
策
的
事
業
の
未
計
上
と
と

も
に
、
森
町
拠
点
防
災
倉
庫
の
整
備
、
総
合

体
育
館
備
品
購
入
な
ど
の
大
型
事
業
が
完
了

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

骨
格
予
算
で
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費

や
実
施
済
み
事
業
に
よ
る
公
債
費
な
ど
の
経

費
）
や
、
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

事
業
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

政
策
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
道
改
良
な

ど
生
活
基
盤
に
関
わ
る
事
業
も
含
ん
で
い
る

た
め
、
新
町
長
の
も
と
事
業
の
選
択
を
し
た

う
え
で
、
4
月
中
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る

予
定
で
す
。

■
町
税
は
微
増
、
地
方
交
付
税
は
同
額
を
見
込
む

歳
入
は
、
地
方
財
政
計
画
の
見
込
み
、

前
年
度
の
決
算
見
込
額
お
よ
び
企
業
業
績

の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
町
税
で
は
、
個

人
町
民
税
を
対
前
年
度
比
0
・
6
％
減
の

8
億
5,
8
5
0
万
円
、法
人
住
民
税
は
同
比

3
・
3
％
減
の
1
億
4,
5
0
0
万
1
千
円
、

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
同
比
19
・
5
％
増

の
5,
8
7
7
万
円
を
見
込
み
、全
体
で
は
同

比
0
・
1
％
増
の
23
億
5,
8
9
8
万
8
千

円
と
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
額
の
概
要
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平成28年度予算 ■問い合わせ先　役場企画財政課財政係　☎８５－６３０６当初は 骨格予算 でスタート当初は 骨格予算 でスタート

●歳入　（１万円未満切り捨て） ●一般会計予算の推移
 60 65 70 75 （億円）

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

64億   800万円

63億9,200万円

66億8,600万円

67億3,200万円

７４億１，５００万円

６２億４，９００万円

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
、3
月
の
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、4
月
1
日
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
年
2
月
に
町
長
選
挙
を
行
っ
た
た
め
、

本
年
度
の
当
初
予
算
は
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

や
継
続
事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

一般会計は

62億4,900万円

●性質別予算グラフ

●会計別予算

一　般　会　計 62億4,900万0千円 15.7%減
国民健康保険 23億2,664万1千円 0.8%増
後期高齢者医療 1億9,904万8千円 0.4%増
介　護　保　険 19億3,673万6千円 3.1%増
公共下水道事業 4億8,371万2千円 6.9%減
簡易水道事業 

 375万7千円 2.9%減

病　院　事　業 33億7,864万0千円 1.5%減
水　道　事　業 5億3,947万8千円 6.3%減
　　合　計 151億1,701万2千円 7.4%減

特
別
会
計

企
業
会
計

 会計名 当初予算 前年比

当
初
予
算
の
概
要

 町　　　税 町民税、固定資産税など ２３億５，８９８万円
 分担金及び負担金 特定事業の受益者が分担負担するもの １億０，０６２万円
 諸　収　入 預金利子や雑入など ９，０６２万円
 使用料及び手数料 各種施設の使用料や手数料など ７，９８７万円
 その他（繰入金他） 基金繰入金や繰越金など ４億６，０６５万円
 地方交付税 国から交付される財源 １３億３，０００万円
 国庫支出金 国からの補助金など ５億４，９２９万円
 各種交付金 地方消費税やゴルフ場利用税などから交付される財源 ４億０，４４０万円
 県 支 出 金 県からの補助金など ３億９，５３３万円
 町　　　債 事業などのために借りる財源 ３億８，０２０万円
 地方譲与税 国から譲与される財源 ９，９００万円

●歳出　（１万円未満切り捨て）

民　生　費 社会福祉の推進など １９億５，３７０万円
衛　生　費 予防衛生、医療の充実など ９億９，６９９万円
教　育　費 学校教育、社会教育の充実など ８億１，３３４万円
総　務　費 一般的な事務費や選挙費など ８億０，２８７万円
公　債　費 借入金の返済など ６億４，８０４万円
消　防　費 消防、防災対策など ３億５，０６２万円
土　木　費 道路、河川の整備など ３億２，３４７万円
農林水産業費 農業や林業の振興など １億６，７６８万円
商　工　費 商工業の振興など ８，４３１万円
議　会　費 議会関係の経費 ８，２９５万円
そ　の　他 労働費、災害復旧費、予備費など ２，４９９万円

地方譲与税 1.6％その他
0.4％

その他 1.0％

自主財源
49.5％

依存財源
５0.5％

町税
37.8％

諸収入 1.5％

分担金・負担金
1.6％

使用料・手数料 1.3％

その他
（繰入金他）
7.3％

地方交付税
21.3％

町債
6.1％

国庫
支出金
8.8％

県支
 出金
   6.3％各種

 交付金
   6.4％

民生費
31.3％

衛生費
16.0％

総務費
12.8％

教育費
13.0％

公債費
10.4％

消防費
　　5.6％

土木費
　5.2％

農林水産業費 2.7％

商工費 1.3％

議会費 1.3％

補助費
24.2％

人件費
19.3％

物件費
16.4％

扶助費
15.9％

繰出金
10.7％

公債費
　10.4％

普通　　
 建設費
   2.1％

歳入歳出

大久保・三倉・大河内
特別会計の合計

肉
付
け
は
政
策
の
決
定
後
に

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
公
債

費
の
増
加
や
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
た
め

の
経
費
等
を
考
慮
し
、
対
前
年
度
並
み
を
見

込
み
ま
し
た
。

他
方
で
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
、
対

前
年
度
比
1
億
5,
0
0
0
万
円
減
の
2
億

円
と
し
、
町
債
は
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
、

対
前
年
度
比
8
億
3,
0
2
0
万
円
減
の

3
億
8,
0
2
0
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

■
当
初
予
算
に
含
ま
れ
る
主
要
事
業

当
初
予
算
に
お
け
る
主
要
事
業
に
つ
い
て

は
、
早
期
着
手
の
必
要
性
の
高
い
森
小
学
校

防
災
機
能
強
化
事
業
に
よ
る
雨
漏
り
外
壁
補

修
工
事
の
ほ
か
、
全
て
の
開
園
幼
稚
園
に
お

け
る
預
か
り
保
育
の
実
施
、
前
年
度
に
基
礎

調
査
を
実
施
し
た
「
第
9
次
森
町
総
合
計
画
」

の
策
定
、「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の
策
定
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
昨
年
整
備
し
た
小
規

模
保
育
所
の
運
営
費
、
泉
陽
中
学
校
区
の
給

食
拠
点
調
理
場
調
理
等
委
託
の
経
費
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

森小学校防災機能強化事業
５７，３１６千円

防災機能の強化を目的として、雨漏りによる天
井材の落下や外壁材の落下防止のため、北棟・
南棟の屋上と外壁の補修工事を行います。
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16
年
間

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

16
年
間

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

職員に見送られ、役場を後にする村松前町長職員に見送られ、役場を後にする村松前町長

3
月
9
日
、任
期
満
了
に

伴
う
村
松
藤
雄
前
町
長
の
退

任
式
が
行
わ
れ
、5
期
16
年

通
い
慣
れ
た
役
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

平
成
12
年
3
月
に
町
長
に

就
任
し
て
以
来
、行
財
政
改

革
や
公
共
施
設
の
社
会
基
盤

整
備
に
力
を
注
ぎ
、医
療
・

福
祉
の
充
実
な
ど
町
の
活
性

化
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

袋
井
消
防
署
森
分
署
で
は
、
森

町
・
袋
井
市
に
在
住
、在
勤
ま
た
は

在
学
で
中
学
生
以
上
の
人
を
対
象

に
、普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
も
一
度
、

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

村
松
前
町
長
が
退
任

町
民
の

　
み
な
さ
ま
に

村
松 

藤
雄

　
3
月
9
日
を
も
っ
て
町
長
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。
5
期
16
年
と

い
う
長
き
に
亘
り
、
町
長
と
い
う

重
職
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
は
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
町
政
の
目
標
は
、選
挙
公

約
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
総
合
計
画
に

掲
げ
た
項
目
を
基
に
取
り
組
み
、

ほ
ぼ
1
0
0
％
着
手
、或
い
は
達

成
出
来
た
の
で
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。昨
年
の
3
月
議
会
に
お

い
て
今
期
限
り
の
退
任
を
表
明
し

て
以
来
、町
長
を
卒
業
す
る
気
持

ち
で
取
り
組
み
、森
町
合
併
60
周

年
の
記
念
行
事
も「
村
松
町
政
の

総
仕
上
げ
」と
い
う
思
い
で
実
施

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
退
任
の
時
を
迎
え

ま
す
と
一
抹
の
寂
し
さ
は
禁
じ
得

ま
せ
ん
が
、
時
に
は
合
併
と
い
う

大
波
を
か
ぶ
り
な
が
ら
も
一
心
不

乱
、
そ
し
て
全
力
で
駆
け
抜
け
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
時
が
54

歳
、
太
田
新
町
長
が
56
歳
で
す
の

で
、
体
力
・
気
力
と
も
に
充
実
し

た
年
代
で
あ
り
、
安
心
と
期
待
を

持
っ
て
新
町
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

出
来
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
住
ん
で
良
し
、

訪
れ
て
良
し
の
「
え
え
ら
森
町
」

が
力
強
く
、
飛
躍
発
展
し
て
い
き

ま
す
よ
う
に
祈
念
し
て
、
退
任
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

救
命
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

暮らしの
■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■

◉
普
通
救
命
講
習

　（
定
員
20
人
・
山
梨
分
遣
所
の
み
10
人
）

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、異
物
除
去
法
等
を
３
時
間
で
学
び

ま
す
。

◉
申
込
み
方
法
　

　
講
習
会
前
日
ま
で
に
、申
請
書
を
各
消

防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
申
請
書
は
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

◉
注
意
事
項
　

※

団
体
で
受
講
さ
れ
る
場
合
、１
講
習
に

つ
き
１
団
体
５
人
ま
で
受
講
可
能
で
す
。

※

講
習
修
了
者
に

後
日
、修
了
証
を

郵
送
し
ま
す
の

で
、定
形
封
筒
に

受
取
人
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、８２
円
切
手
を
貼
り
、

受
講
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、修
了
証
郵
送

用
の
定
形
封
筒
と
切
手
代
の
み
ご
負
担

く
だ
さ
い
。

※

都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
程
・
開
催
場
所

　
救
命
講
習
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

月 日（曜日） 定員 場所
20日（金） 20人 袋井消防署
21日（土） 20人 森分署
18日（土） 20人 袋井消防署
19日（日） 10人 袋井消防署
20日（月） 20人 森分署
16日（土） 10人 山梨分遣所
17日（日） 20人 袋井消防署
19日（金） 20人 森分署
21日（日） 10人 山梨分遣所
16日（金） 20人 袋井消防署
17日（土） 20人 森分署

５月

６月

７月

８月

９月

開催時間 普通救命講習 9:00～12:00
※10月以降の日程は9月号に掲載予定です。

◉
救
命
講
習
日
程

■問い合わせ先 袋井消防署森分署 ☎８５－０１１９
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役場へ申請書提出
下水道管理係

役場による検査

3

２

１

既に供用している区域

新たに供用を開始した区域

瀬入川瀬入川瀬入川

萬松寺萬松寺萬松寺

明治町公民館明治町公民館明治町公民館

三島神社三島神社三島神社

森小学校森小学校森小学校

保健福祉
センター
保健福祉
センター
保健福祉
センター

西光寺西光寺西光寺

下宿公民館下宿公民館下宿公民館森町役場森町役場森町役場
大門東公園大門東公園大門東公園

蓮華寺蓮華寺蓮華寺

遠江総合高校遠江総合高校遠江総合高校

栄町公民館栄町公民館栄町公民館

金森神社金森神社金森神社

大門公民館大門公民館大門公民館

サンヒルズ森サンヒルズ森サンヒルズ森

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

駅東公園駅東公園駅東公園
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●森町公共下水道  供用開始区域図 公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

新
た
に
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域（
供
用
開
始
区
域
）

下
水
道
が
供
用

開
始
に
な
っ
た
ら

下
水
道
を

利
用
す
る
ま
で
の
流
れ

町
で
は
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、こ
れ
か

ら
も
公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
し
、供
用
区
域
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。工
事
期
間
中
は
町
民
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、公
共
下
水
道
の
詳
細
に
つ
い
て
は「
森
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」（http://w

w
w

.tow
n.m

orim
achi.shizuoka.jp/

docs/2014012000253/

）で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。   

■
公
共
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

　
森
町
役
場
上
下
水
道
課
　
☎
８
５
―
６
３
２
７

3
月
28
日
か
ら
新
た
に
下
水
道
を
利

用
で
き
る
区
域（
供
用
区
域
）が
広
が
り

ま
し
た
。

下
水
道
の
供
用
区
域
で
は
家
庭
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
下
水
道
へ
流

す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、新
た
に
下
水
道
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
と
下
水
道

を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

森
地
区（
大
門
・
本
町
・
下
宿
・
川
原
町
・
明

治
町
）の
一
部
で
、平
成
27
年
度
に
下
水
道
本

管
の
工
事
を
行
っ
た
区
域
が
対
象
と
な
り
ま

す
。（
区
域
図
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）そ
の
区

域
内
の
土
地
や
建
物
の
所
有
者
等（
受
益
者
）

に
は
別
途
、役
場
か
ら
供
用
開
始
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

供
用
開
始
に
な
る
と
そ
の
区
域
で

は
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。対
象
区
域
の
各
ご
家
庭
に

お
い
て
、設
置
し
た
公
共
ま
す
に
１

年
以
内
に
排
水
を
流
す
よ
う
工
事
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、町
で
は
こ
の
排
水
設
備
の

工
事
を
適
正

に
、
か
つ
迅
速

に
行
う
た
め
一

定
の
要
件
を
満

た
す
排
水
設
備

業
者
を
「
指
定

工
事
店
」
と
し

て
指
定
し
て
い

ま
す
。こ
の「
指

定
工
事
店
」
で

な
け
れ
ば
排
水

設
備
の
工
事
を

行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

16
年
間

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

16
年
間

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

職員に見送られ、役場を後にする村松前町長職員に見送られ、役場を後にする村松前町長

3
月
9
日
、任
期
満
了
に

伴
う
村
松
藤
雄
前
町
長
の
退

任
式
が
行
わ
れ
、5
期
16
年

通
い
慣
れ
た
役
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

平
成
12
年
3
月
に
町
長
に

就
任
し
て
以
来
、行
財
政
改

革
や
公
共
施
設
の
社
会
基
盤

整
備
に
力
を
注
ぎ
、医
療
・

福
祉
の
充
実
な
ど
町
の
活
性

化
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

袋
井
消
防
署
森
分
署
で
は
、
森

町
・
袋
井
市
に
在
住
、在
勤
ま
た
は

在
学
で
中
学
生
以
上
の
人
を
対
象

に
、普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
も
一
度
、

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

村
松
前
町
長
が
退
任

町
民
の

　
み
な
さ
ま
に

村
松 

藤
雄

　
3
月
9
日
を
も
っ
て
町
長
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。
5
期
16
年
と

い
う
長
き
に
亘
り
、
町
長
と
い
う

重
職
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
の
は
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
町
政
の
目
標
は
、選
挙
公

約
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
総
合
計
画
に

掲
げ
た
項
目
を
基
に
取
り
組
み
、

ほ
ぼ
1
0
0
％
着
手
、或
い
は
達

成
出
来
た
の
で
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。昨
年
の
3
月
議
会
に
お

い
て
今
期
限
り
の
退
任
を
表
明
し

て
以
来
、町
長
を
卒
業
す
る
気
持

ち
で
取
り
組
み
、森
町
合
併
60
周

年
の
記
念
行
事
も「
村
松
町
政
の

総
仕
上
げ
」と
い
う
思
い
で
実
施

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
退
任
の
時
を
迎
え

ま
す
と
一
抹
の
寂
し
さ
は
禁
じ
得

ま
せ
ん
が
、
時
に
は
合
併
と
い
う

大
波
を
か
ぶ
り
な
が
ら
も
一
心
不

乱
、
そ
し
て
全
力
で
駆
け
抜
け
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
時
が
54

歳
、
太
田
新
町
長
が
56
歳
で
す
の

で
、
体
力
・
気
力
と
も
に
充
実
し

た
年
代
で
あ
り
、
安
心
と
期
待
を

持
っ
て
新
町
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

出
来
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
住
ん
で
良
し
、

訪
れ
て
良
し
の
「
え
え
ら
森
町
」

が
力
強
く
、
飛
躍
発
展
し
て
い
き

ま
す
よ
う
に
祈
念
し
て
、
退
任
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

救
命
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

暮らしの
■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■

◉
普
通
救
命
講
習

　（
定
員
20
人
・
山
梨
分
遣
所
の
み
10
人
）

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、異
物
除
去
法
等
を
３
時
間
で
学
び

ま
す
。

◉
申
込
み
方
法
　

　
講
習
会
前
日
ま
で
に
、申
請
書
を
各
消

防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
申
請
書
は
各
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

◉
注
意
事
項
　

※

団
体
で
受
講
さ
れ
る
場
合
、１
講
習
に

つ
き
１
団
体
５
人
ま
で
受
講
可
能
で
す
。

※

講
習
修
了
者
に

後
日
、修
了
証
を

郵
送
し
ま
す
の

で
、定
形
封
筒
に

受
取
人
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、８２
円
切
手
を
貼
り
、

受
講
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、修
了
証
郵
送

用
の
定
形
封
筒
と
切
手
代
の
み
ご
負
担

く
だ
さ
い
。

※

都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
程
・
開
催
場
所

　
救
命
講
習
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

月 日（曜日） 定員 場所
20日（金） 20人 袋井消防署
21日（土） 20人 森分署
18日（土） 20人 袋井消防署
19日（日） 10人 袋井消防署
20日（月） 20人 森分署
16日（土） 10人 山梨分遣所
17日（日） 20人 袋井消防署
19日（金） 20人 森分署
21日（日） 10人 山梨分遣所
16日（金） 20人 袋井消防署
17日（土） 20人 森分署

５月

６月

７月

８月

９月

開催時間 普通救命講習 9:00～12:00
※10月以降の日程は9月号に掲載予定です。

◉
救
命
講
習
日
程

■問い合わせ先 袋井消防署森分署 ☎８５－０１１９
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川
勝
平
太
知
事
が
県
内
各
地

に
出
向
き
、地
域
の
課
題
や
県
政
へ

の
要
望
を
聞
く「
移
動
知
事
室
」

が
3
月
15
、16
日
の
両
日
行
わ
れ
、

県
西
部
の
企
業
や
医
療
機
関
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。16
日
に
訪
れ

た
森
町
で
は
、森
町
家
庭
医
療
セ

ン
タ
ー
で
、森
町
病
院
友
の
会（
髙

野
一
利
会
長
）の
役
員
た
ち
と
熱

心
な
意
見
交
換
を
交
わ
し
た
ほ
か
、

園
田
地
区
の
鈴
木
農
園（
株
）や
森

ア
リ
ー
ナ
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
3
月
24
日
、
各
種
災
害

の
発
生
時
に
消
防
団
活
動
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
、
消
防
用
資
機

材
運
搬
車
（
積
載
型
ト
ラ
ッ
ク
ク

レ
ー
ン
車
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

森
町
消
防
団
本
部
車
両
と
し
て
配

備
さ
れ
、
ク
レ
ー
ン
操
作
に
よ
り
、

重
量
物
の
搬
送
に
も
迅
速
に
対
応

で
き
ま
す
。
水
害
時
に
は
、
ゴ
ム

ボ
ー
ト
や
土
の
う
、
火
災
時
に
は

水
槽
や
照
明
機
材
、
地
震
時
に
は

拠
点
防
災
倉
庫
か
ら
各
避
難
所
へ

の
支
援
物
資
搬
送
に
威
力
を
発
揮

し
、
平
常
時
は
、
訓
練
で
使
用
す

る
消
防
資
機
材
の
運
搬
な
ど
に
有

効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
顕
彰
式
が
3
月
５
日
、
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
平
成
27
年
度

に
森
町
の
教
育
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
教
育
功
労
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
で
輝
か
し
い
功
績
を
上
げ

た
児
童
・
生
徒
、
青
少
年
善
行
表

彰
者
な
ど
37
人
と
2
組
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
天

城
和わ

奏か
な

さ
ん
（
森
中
学
校
3
年
）

が
昨
年
、
わ
た
し
の
主
張
静
岡
県

大
会
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
受
賞

作
「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
行
方
」
を
原

稿
を
読
ま
ず
に
発
表
し
、
出
席
者

か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

と
き
わ
保
育
園
の
園
児
23
人
は
、

3
月
11
日
、
交
通
安
全
教
室
の
お

礼
に
と
豊
田
合
成（
株
）森
町
工
場

を
訪
れ
、
同
社
の
従
業
員
ら
に
手

作
り
の
ク
ッ
キ
ー
と
手
描
き
の
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
同
社
は
、
昭
和
61
年

か
ら
毎
年
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
時
期

に
町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
を
訪

れ
、
紙
芝
居
な
ど
で
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
る
「
愛
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
作
戦
」
を
続
け
て
お
り
、
と
き

わ
保
育
園
児
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の

お
返
し
も
恒
例
に
。
園
児
た
ち
は

「
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ

た
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
元
気
な
声
で
従
業
員
ら
に

手
渡
す
と
、
佐
波
秀
格
工
場
長
は

「
自
動
車
産
業
に
関
わ
る
企
業
と

し
て
、
交
通
安
全
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
と
始
め
た
活
動
も
今
年
で

30
回
目
。
緊
張
で
張
り
詰
め
た
環

境
で
働
く
私
た
ち
も
、
園
児
た
ち

の
訪
問
で
一
気
に
気
持
ち
が
和
み

ま
す
。
今
後
も
地
元
企
業
と
し
て

町
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

森町家庭医療センターを訪れた川勝知事
（右から5人目）

鈴木農園（株）でレタスの出荷作業
を視察する川勝知事

◀
森
町
消
防
団
に

　

配
備
さ
れ
た

　

消
防
資
機
材

　

運
搬
車

園児たちの訪問に喜ぶ従業員たち

▲園児からお返しのクッキーを
　受け取る佐波工場長（左）

表彰を受ける天城和奏さん

プレゼントを持参した園児たち

移
動
知
事
室
で

川
勝
知
事
が
来
町

消
防
資
機
材

運
搬
車
を
配
備

教
育
功
労
者
ら
表
彰

愛
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
作
戦
で

園
児
た
ち
と
交
流
深
ま
る

豊
田
合
成（
株
）森
町
工
場
に

園
児
た
ち
が
心
の
こ
も
っ
た
お
返
し
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役
場
で
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。主
任
主
査
級
以
上
の
異

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）内
は
前
所
属

【
参
事
・
課
長
級
】

総
務
課
長（
総
務
課
防
災
監（
兼
）課
長

補
佐
）村
松
利
郎
▽
税
務
課
長（
会
計
管

理
者（
兼
）出
納
室
長
）村
松
達
雄
▽
会

計
管
理
者（
兼
）出
納
室
長（
建
設
課
課

長
補
佐（
兼
）管
理
係
長
）小
島
行
雄
▽

総
務
課
防
災
監（
兼
）課
長
補
佐（
企
画

財
政
課
課
長
補
佐（
兼
）内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
係
長
）富
田
正
治
▽
保
健
福
祉
課

長（
兼
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐（
兼
）地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
長
）村
松
成
弘

▽
上
下
水
道
課
長（
上
下
水
道
課
課
長
補

佐（
兼
）上
水
道
管
理
係
長
）高
木
純
一

【
課
長
補
佐
級
】

社
会
教
育
課
課
長
補
佐（
税
務
課
課
長

補
佐（
兼
）納
税
係
長
）杉
山
秀
彦
▽
建
設

課
課
長
補
佐（
兼
）管
理
係
長（
建
設
課

課
長
補
佐（
併
）社
会
教
育
課
課
長
補
佐

（
兼
）社
会
体
育
・
体
育
館
建
設
ス
タ
ッ
フ

長
）中
村
安
宏
▽
企
画
財
政
課
課
長
補
佐

（
兼
）内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
係
長（
保

健
福
祉
課
主
幹（
兼
）介
護
保
険
係
長
）

佐
藤
嘉
彦
▽
税
務
課
課
長
補
佐（
兼
）納

税
係
長（
総
務
課
主
幹（
兼
）職
員
係
長
）

鳥
居
孝
文
▽
建
設
課
課
長
補
佐（
兼
）

工
事
係
長（
建
設
課
主
幹（
兼
）工
事
係

長
）岡
本
教
夫
▽
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

（
兼
）下
水
道
工
務
ス
タ
ッ
フ
長（
上
下
水

道
課
技
幹（
兼
）下
水
道
工
務
係
長
）小

澤
幸
廣
▽
学
校
教
育
課
課
長
補
佐（
兼
）

学
校
管
理
係
長（
産
業
課
主
幹（
兼
）商

工
観
光
係
長
）古
川
敏
勝
▽
保
健
福
祉

課
課
長
補
佐（
兼
）地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
長（
森
町
病
院
管
理
課
主
幹

（
兼
）経
営
企
画
係
長
）平
田
章
浩

【
主
幹
・
係
長
級
】

学
校
教
育
課
主
幹（
兼
）学
校
教
育
係
長

（
学
校
教
育
課
主
幹（
兼
）学
校
管
理
係

長
）小
澤
貴
代
美
▽
森
町
病
院
管
理
課

主
幹（
兼
）経
営
企
画
係
長（
文
化
会
館

主
幹（
兼
）企
画
管
理
係
長
）朝
比
奈
直

之
▽
上
下
水
道
課
技
幹（
兼
）上
水
道
工

務
ス
タ
ッ
フ
長（
上
下
水
道
課
技
幹（
兼
）

上
水
道
工
務
係
長
）小
坂
一
郎
▽
学
校

教
育
課
主
幹（
兼
）庶
務
係
長（
住
民
生

活
課
主
幹（
兼
）国
保
年
金
係
長
）岩
井

秀
司
▽
文
化
会
館
主
幹（
兼
）企
画
管
理

係
長（
総
務
課
主
幹（
兼
）行
政
係
長
）栗

田
俊
助
▽
総
務
課
主
幹（
兼
）職
員
係
長

（
学
校
教
育
課
主
幹（
兼
）庶
務
係
長
）野

口 

忠
▽
社
会
教
育
課
主
幹（
兼
）社
会
体

育
ス
タ
ッ
フ
長（
社
会
教
育
課
主
幹（
兼
）

社
会
体
育
・
体
育
館
建
設
ス
タ
ッ
フ
）中
村 

貢
▽
上
下
水
道
課
主
幹（
兼
）上
水
道
管

理
係
長（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
主
任

主
査
）三
澤
由
紀
子
▽
上
下
水
道
課
技
幹

（
兼
）下
水
道
工
務
ス
タ
ッ
フ（
上
下
水

道
課
下
水
道
工
務
係
主
任
技
術
主
査
）

倉
嶋
則
文
▽
上
下
水
道
課
主
幹（
兼
）上

水
道
工
務
ス
タ
ッ
フ（
上
下
水
道
課
上
水

道
工
務
係
主
任
技
術
主
査
）野
尻
礼
之
▽

住
民
生
活
課
主
幹（
兼
）国
保
年
金
係
長

（
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
主
任
主
査
）

中
山
克
仁
▽
総
務
課
主
幹（
兼
）行
政
係

長（
総
務
課
行
政
係
主
査
）小
池
慎
哉
▽

産
業
課
主
幹（
兼
）商
工
観
光
係
長（
税

務
課
納
税
係
主
査
）福
島
光
英
▽
保
健
福

祉
課
主
幹（
兼
）介
護
保
険
係
長（
産
業

課
農
業
振
興
係
主
査
）大
須
賀
千
明

【
主
任
主
査
級
】

出
納
室
出
納
係
主
任
主
査（
出
納
室
出

納
係
主
査
）清
水
俊
一
▽
建
設
課
工
事
係

主
任
技
術
主
査（
建
設
課
工
事
係
技
術

主
査
）鈴
木
英
寿

【
新
規
採
用
職
員
】

中
山
平
大（
産
業
課
農
地
管
理
係
主
事
）

▽
浦
野
聖
也（
総
務
課
行
政
係
主
事
）▽

川
島
誉
弘（
建
設
課
都
市
整
備
係
主
事
）

▽
三
倉
忠
徳（
産
業
課
農
業
振
興
係
主

事
）▽
水
藤
央
子（
住
民
生
活
課
国
保
年

金
係
主
事
）▽
鈴
木
美
咲（
森
町
病
院
管

理
課
管
理
係
主
事
）▽
鈴
木
健
晃（
上
下

水
道
課
上
水
道
管
理
係
主
事
）▽
尾
上
久

美
子（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
主
事
）▽

平
野
里
奈（
教
育
委
員
会
・
森
幼
稚
園
教

諭
）

【
退
職
】

杉
山
眞
人（
参
事（
兼
）総
務
課
長
）▽
村

松
也
寸
志（
参
事（
兼
）税
務
課
長
）▽
村

松
富
夫（
保
健
福
祉
課
長（
兼
）地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）▽
大
場
満
明（
上

下
水
道
課
長
）▽
三
倉
徳
泰（
学
校
教
育

課
課
長
補
佐（
兼
）学
校
教
育
係
長
）▽

髙
橋
智
久（
企
画
財
政
課
車
両
係
長
）▽

山
下
美
恵
子（
上
下
水
道
課
上
水
道
管

理
係
主
査
）▽
菊
池
直
哉（
住
民
生
活
課

国
保
年
金
係
主
事
）

新
規
採
用
職
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（後列左から）
鈴木健晃、三倉忠徳、川島誉弘、中山平大、浦野聖也
（前列左から）
水藤央子、鈴木美咲、尾上久美子、平野里奈

役
場
職
員
の
人
事
異
動
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もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり

もり TopicsTopicsTopicsTopics
トピックス

かわせみ街道桜・紅葉大作戦
火の取り扱いには気をつけてね！

石松道中仮装行列が町中を闊歩！

天方地区町内会長が主催する「かわせみ街道桜・紅
葉大作戦」が3月27日に行われ、約90人が参加し、太
田川ダムのかわせみ湖や県道沿いを中心に紅葉や桜な
ど合計400本を植樹しました。新東名森掛川IC・遠州
森町スマートICの開通により、町への来訪者数が増
加するなか、アクティ森や太田川ダムのある天方地区
に訪れる人々を楽しませようと、平成26年から5年間
で2,000本の植樹を計画し、今年で3年目を迎えます。

「手前生国と発しますは、遠州森町にござんす！（中
略） 大洞院の参道に、産声をあげし快男児！今の御代まで
名を残す、遠州森の石松というケチな野郎に御座んす！」
と威勢良く口上を述べた「森の石松」役の村松莉彩さんを
始め、次郎長(永田歩美さん)、女房おてふ(村松美季さん)な
ど次郎長一家28人衆に扮した女性たちに沿道から盛んな声
援が送られた「森の石松まつり」。3月20日に行われた3年
に1度の大祭は、天候にも恵まれ、多くの石松ファンが町内
や大洞院の墓前に詰めかけました。（関連記事1ページ）

春の全国火災予防運動(3月1日～7日)にあわせて3月
2日、森小学校4年生18人の少年消防クラブ員が「火
の用心」を呼び掛ける地元消防団の夜警パトロールに
参加しました。子どもたちは第2分団の消防車両に分
乗して、団員たちと1時間に及ぶ防火パトロールに出
発。マイクを握りしめて「火の取扱いには気を付け
て」と元気な声で呼びかけました。町内では、他に宮
園小の消防クラブがあり、年間を通して防火や防災を
学ぶ活動に取り組んでいます。

かわせみ湖で植樹する参加者

消防車両に乗って防火を呼び掛ける子どもたち

市街地(城下地内)を歩く石松道中

常磐会による「石松囃子」奉納

仮装行列に参加した遠江総合高校生16人全員で「おひけえなすって！」

次郎長を務めた永田さん次郎長一家保存会による手踊り
森の石松を務めた

村松莉彩さん（川久保）

墓石に献酒する太田町長たち

もり

もり

もり

もり

もり

もり

10広報もりまち　平成28年4月号



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり

もり TopicsTopicsTopicsTopics
トピックス

レクリエーション研修会
ジビエ料理に理解を

福祉のまちづくり功労者に感謝状
こどもたちが全力パフォーマンス！

4月から子ども会のリーダーとなる新5･6年生を対
象に3月13日、レクリエーション研修会が総合体育館
で実施されました。森町子ども会育成連合会が主催
し、講師は静岡県三ヶ日青年の家の小林宏彰さん。子
どもたちは大勢で簡単に楽しめるレクリエーションの
ゲームを体験しながら、低学年の子どもたちへの気配
りのしかたや、どのようにしたらゲームが盛り上がっ
て楽しめるかなどを教えてもらいました。

3月7日、農林作物をイノシシやシカなどから守るた
めの鳥獣被害対策研修会が一宮総合センターで実施さ
れ、地元農家など約80人が参加しました。侵入防止柵
や電気柵設置にあたっての注意点などの講習会のほか、
捕獲した野生獣の利活用に理解を深めるため、ジビエ料
理の試食会が行われました。使用されたのは町内で捕獲
されたイノシシとシカの肉で、料理はイノシシ汁やイノ
シシ肉の唐揚げ、スペアリブ、鹿肉のローストなど7品
目。参加者は興味深そうに試食していました。

2月28日、第35回森町社会福祉大会が文化会館小ホー
ルで行われ、社会福祉に貢献した15個人・1団体が表彰
されました。また、小中学生対象の「第26回子どもの
描く福祉のまちづくり作文コンクール」の表彰も行わ
れ、入選者を代表して4人が作品を朗読。その後、記念
講演として藤枝市市民活動支援センター運営の会の藤
田秋夫氏による「人生は二幕目がおもしろい、生きが
いづくり仕掛け人」と題した講演も行われ、福祉のま
ちづくりへの意識向上を図りました。

文化会館大ホールで3月13日、第20回森町こどもの
舞台フェスタが開催され、吹奏楽やバレエ、ダンス、
合唱、郷土芸能など町内の12団体170人が出演しまし
た。子どもたちは舞台に上がると、日頃の練習の成果
を発揮。森町賛歌「夢　未来　森町」の中学生キャン
ペーン・シンガーや第20回記念公演特別ゲストの掛川
西高應

おうえんだん

援團指導部の出演もあり、舞台で輝く子どもた
ちに来場者から盛んな拍手が送られていました。

レクリエーションを体験する子どもたち

ジビエ料理を試食する参加者

表彰式の様子

ダンスを披露する子どもたち

もり

もり

もり

もり
もり

もり

もり

もり
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明るく広い保育室でのびのびと遊ぶ子どもたち

大好きな手作りおやつの時間

おもちゃの野菜も上手に切れるよ

栄養バランスの良いお昼ごはん

保健福祉センターに来るお客さんとも仲良し

保
育
所
の
待
機
児
童
を
無
く
し
、
働
き
世

代
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育

て
が
出
来
る
よ
う
に
小
規
模
保
育
所
と
し

て
、
昨
年
９
月
に
森
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
に
開
設
し
た
「
も
り
の
保
育
所
」。

今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た

小
規
模
保
育
所
を
訪
ね
て
、
す
く
す
く
と

育
つ
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

小
規
模
保
育
所
と
は

０
歳
か
ら
３
歳
未
満
児
を
対
象

に
、
定
員
が
19
名
以
下
の
少
人
数

で
行
う
保
育
で
す
。「
も
り
の
保
育

所
」
で
は
、
保
育
士
６
人
、
調
理
師

１
人
、
山
本
代
表
の
８
人
体
制
で

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
３
歳
か
ら
安
心
し

て
保
育
所
に
入
園
で
き
る
よ
う
、

町
内
の
２
保
育
園
（
摩
耶
保
育
園
・

と
き
わ
保
育
園
）
と
連
携
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
持
つ
力
を
さ
ら
に

伸
ば
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
！

「
こ
こ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
家
庭
に
代
わ
る
場
所
。
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
に
な
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
山
本

代
表
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
明
る
く

広
々
と
し
た
保
育
室
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
、
全

身
を
使
っ
て
の
び
の
び
と
遊
ん
で

い
ま
す
。
保
育
士
た
ち
も
一
緒
に

な
っ
て
体
を
動
か
し
、
家
庭
内
と

同
様
に
、
援
助
や
言
葉
を
掛
け
な

が
ら
、
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

保
育
は
「
生
活
」
と
「
遊
び
」
に

分
け
て
行
わ
れ
、
生
活
面
で
は
靴

を
履
く
、
手
を
洗
う
、
排
泄
な
ど

丁
寧
に
根
気
よ
く
関
わ
り
な
が
ら

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
く

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。「
遊

び
」
で
は
基
本
的
に
「
自
分
の
遊
び

た
い
遊
び
」
を
選
択
さ
せ
、
室
内
で

は
ま
ま
ご
と
、
ゲ
ー
ム
、
絵
を
描

く
な
ど
、
言
葉
は
ま
だ
話
せ
な
く

て
も
、
子
供
の
意
思
表
示
を
感
じ

取
っ
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
育
に
も
力
を
入
れ
、
調
理
師

に
よ
る
１
日
２
回
の
お
や
つ
と
昼

食
は
全
て
手
作
り
。
愛
情
た
っ
ぷ

り
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち

に
も
大
好
評
の
よ
う
で
す
。

「
も
り
の
保
育
所
」指
定
管
理
者

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
・
わ
ら
べ
の
会

　
　
　
　
　

山
本
さ
な
江
代
表

０
〜
２
歳
児
の
年
齢
の
発
達
の

特
徴
を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ
と
り

そ
の
子
ど
も
に
合
っ
た
保
育
を
行

い
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
年
代
は
、
人
間
関
係
の

基
礎
を
作
っ
て
い
く
一
番
大
切
な

時
期
。
個
々
の
子
ど
も
と
丁
寧
に

向
き
合
い
な
が
ら
、
大
人
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

▲ 
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
山
本
代
表

も
り
の
保
育
所
で
の
び
の
び

も
り
の
保
育
所
で
の
び
の
び

ひとりでおてて洗えるよ
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診療体制と診療費の
変更について

8,640円

3,240円

3,240円

変更なし

4,320円

変更なし

トイレ付き

トイレなし

区　分
平成28年
3月まで

平成28年
4月以降

特別室

個室

所得が一定基準に
満たない世帯

260円

210円

160円

100円

360円

90日までの入院

91日からの入院

区　分
平成28年
3月まで

平成28年
4月以降

一般世帯

住民税

非課税

世帯

変更なし

公立森町病院 ☎85-2181

病院
だより

●診療体制の変更について
平日午後の内科「初診」診療がなくなりました。
　内科は、これまで午前と午後に「初診」の診療をして
来ましたが、４月から午後の「初診」診療がなくなりま
した。内科「初診」の人で午後に受診したい場合は、家
庭医療クリニックか他の医療機関をご利用ください。
　なお、予約のある人の再診診療や、紹介状をお持ち
の内科専門外来の初診診療、救急患者は、これまでど
おり行います。

●診療費の変更について
①平成28年度診療報酬改定により4月から診療費の
一部が変わりました。

　在宅医療を利用している患者さまの診療費が大きく
変更になりました。詳しくは、訪問診療時に説明させ
ていただきます。
　なお、訪問診療・往診時の交
通費につきましては、距離に応じ
て加算されていた料金から、一
律料金（税込で町内320円、町外
540円）に変更（減額）になりま
した。

②入院時の食事代（入院時食事療養費の標準負担
額）が変わりました。

（1食あたり）

③入院時の差額室料(税込)の一部が変わりました。
　個室のうち、トイレ付きの個室料金を1日当たり
4,320円（税込）に変更させていただきました。

スス
ポーツポーツ

Sports
　Information

形の演技を
する選手たち
形の演技を
する選手たち

●精武館
2月11日（木・祝）／
静岡県武道館（藤枝市）
参加チーム／133チーム
敢闘賞（5位）受賞
　渡邊飛鳥・上野栄暁・
　中山隼・大石亜門・深田健斗敢闘賞を受賞した精武館チーム敢闘賞を受賞した精武館チーム

第5回 K-mix42.195㎞
リレーマラソンin御殿場

「森町走友会」小学生チームが優勝！

第5回 K-mix42.195㎞
リレーマラソンin御殿場

「森町走友会」小学生チームが優勝！

第47回静岡県少年剣道総合錬成大会
精武館が敢闘賞受賞！
第47回静岡県少年剣道総合錬成大会
精武館が敢闘賞受賞！

森アリーナ
落成記念親睦空手道大会
森アリーナ
落成記念親睦空手道大会

　森町走友会の６年生男女10人は、1周１㎞
のコースをタスキでつなぐハーフリレーマラ
ソンに参加し、見事優勝しました。６年生の
チームワークと、今までの練習の成果を全て
出し切って小学校生活を締めくくることがで
き、選手たちは最高の笑顔を見せました。
●森町走友会
　3月26日（土）／御殿場陸上競技場
ハーフ小学生の部
第１位　森町走友会
（金子大智・藤井あおい・小縣秀斗・長
田野乃・後藤悠希・小林花梨・西尾凌・
小倉咲羽・杉山明日香・伊藤海心）

●森町体育協会空手道部
2月28日（日）／森町総合体育館　参加者約130人(森町・浜松市・静岡市他)
形の部●幼年男女の部【優勝】藤田爽太（園田幼年長）●小学生1.2年
男女の部【優勝】前川諒雲（飯田小２年）●小学生3.4年男女の部【3位】
大瀧由子（森小４年）●小学生5.6年男女の部【3位】萩原昂弥（飯田小５
年）●中学生1年男女の部【3位】加藤瑞貴（浜松修学舎中１年）
組手の部●幼年男女の部【準優勝】藤田爽太（園田幼年長）●小学生
1.2年男女の部【準優勝】前川諒雲（飯田小２年）【3位】前川惺雲（飯田
小１年）●小学生5.6年男子の部【3位】萩原昂弥（飯田小５年）●小学生
5.6年女子の部【3位】藤田華月（宮園小５年）●中学生1年男子の部【3
位】加藤瑞貴（浜松修学舎中１年）【敢闘賞】近藤大樹（飯田小４年）・加藤
瑞貴（浜松修学舎中１年）
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夜間・休日救急
公立森町病院　☎85-2181

家庭医療クリニック巡回診察
☎85-1340

三丸会館（三倉大久保）
27日（金）　9:00～11:00受付

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

チケット
好評発売中！！

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
㈱兵藤楽器店掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード：
来生たかお：290-311、ブラザーズ５：291-355）　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

上記公演のチケット
のお求めは…

開場 14:30
開演 15:00土

6/11
開場 13:30
開演 14:00土

8/20

来生たかお
40th Anniversary 
Acoustic Tracks 2016

 ～夢のあとさき～ 

ブラザーズ５
アコースティックライブ

杉田二郎、堀内孝雄、
ばんばひろふみ、高山厳、因幡晃

クラシックコンサート
静岡の誇る名手たち

入場料（税込） ： 
　　　友の会 5,000円
　　　一　般 5,500円
全席
指定

入場料（税込） ： 
　　　友の会 5,500円
　　　一　般 6,000円
全席
指定

ところ ： 
森町文化会館 大ホール

主催 ： 森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場は
　ご遠慮ください。

チケット
好評発売中！！

主催 ： 森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場は
　ご遠慮ください。

開場 15:30
開演 16:00土

7/9
ところ ： 
森町文化会館 大ホール

入場料（税込） ： 
友 の 会 2,200円
一　　般 2,500円
高校生以下 1,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール

入場料（税込） ： 友の会 2,000円
　　　　　　　一　般 2,200円

全席自由

全席自由第19回 遠州艶歌の集い

日
7/31

ところ ： 森町文化会館 大ホール

開場 13:30
開演 14:00

5月21日（土）
9:00～

チケット発売日

出演：
工藤志州（ソプラノ）、
前田昌利（チェロ）、
前田恭子（ピアノ）

主催 ： 森町ミキホール文化振興会

※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： ハルモニアハウス

※未就学児の入場はご遠慮ください。

特別ゲスト ： 弘田三枝子

5月14日（土）
9:00～

チケット発売日

ミキホール公演ガイド

●ぶか凧あげ　
5日（木・祝）
所　太田川親水公園
問　森町観光協会☎85-6319
●かわせみ街道オープンハウス
　ぷぶふの日　
14日（土）～15日（日）
10:00～16:00
所　天方・三倉地区
問　役場産業課☎85-6315
●花しょうぶ　
下旬
所　小國神社花しょうぶ園
問　小國神社☎89-7302
●森のKトラ市
28日（土）9:30～12:00
所　保健福祉センター駐車場
問　森の軽トラ市実行委員会（商工会内）
　　☎85-3126

●古着市　
15日（日）8:30～15:00
所　天竜浜名湖鉄道遠州森駅
問　遠州木三の里連
　　☎090-1472-6189

アクティ森イベント情報
☎85-0115

ゴールデンウィークイベント
●かしわ餅作り・ミニ新幹線に乗ろう
5月3日（火・祝）～5日（木・祝）
●ポニー乗馬体験
5月4日（水・祝）、5日（木・祝）
●お茶摘み体験
5月4日（水・祝）
●はたらくくるま大集合、 
　こども安全免許証
5月5日（木・祝）

健康講座・講演会など
●あすの森くらぶ「尿失禁」
20日（金）18:30～20:00
所・問　森町病院リハビリテーション科
　　　☎85-2181

●Let's Enjoy ポールウォーキング 
　「小國神社」
17日（火）9:30～14:30
集合場所　保健福祉センター
問　地域包括支援センター
　　☎85-6341

両手にポールを持つため、全身運動とな
り、消費カロリーはアップ、逆に両足にか
かる負担は軽減、楽に感じながら運動で
きることが魅力です。町では、月1回、講
習会で町内のウォーキングコースを歩
いています。

「あす
4 4

の森くらぶ」では「あ
4

んしんしてす
4

こやかに」暮らせる森町を目指して健康
講座を開催しています。体操など実践を
交えたわかりやすい講座ですので、ぜひ
お越しください。

あなたの町内会の公民館や公共施設などの歩いて通える場所で運動教室を
開催しませんか。ご希望の町内会へ、健康運動指導士を派遣します。
もうこの年齢じゃ、何をやっても無駄！なんて思っていませんか？筋力は年齢に
関係なく運動でアップさせることができます。
歩いて行ける会場で続けやすい。周りは顔見知りの人どうしで、気軽に参加し

やすい。10～15人程度のグループを募集します。
費用は不要です。楽しみながら体力づくりをしませんか。
問　地域包括支援センター（保健福祉課内）☎８５－６３４１

年を重ねても元気でいたい人に朗報です！

健康・医療 5月 おでかけ・催し 5月
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■問森町立図書館☎85-1113
（９：００～１７：００　水曜のみ１９：００ま
で、月曜休館）
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所	 町町民生活センター
	 保保健福祉センター
問	 住役場住民生活課☎85-6312
	 保役場保健福祉課☎85-1800
	 社社会福祉協議会☎85-5769

■ 固定資産税・都市計画税 ····第1期分
■ 軽自動車税··························· 全期分

飼い主のいない犬・猫の引取り
12日（木）、26日（木）
9:40～10:00　役場別館前
問　役場住民生活課☎85-6314

ヤング・アダルト　「俳句を遊べ！」
佐藤文香　編　小学館

日本全国で中高生
に俳句の楽しさを伝
えてきた佐藤文香が、
アニメーション作家と
アイドルに俳句を講
義。豪華ゲストとガチ
ンコ対決する吟行句
会、公開俳句イベント
の様子などを伝え
る。佐藤文香と又吉
直樹の対談も収録。

一般書　「神様のコドモ」
山田悠介　著　幻冬舎

反省しない殺人者
には、死ぬより辛い
苦痛が。愛する者を
失った人のもとには、
幸せな奇跡が－。天
上界から“神様の子”
が見た、１話３分で読
める４２の物語を収
録する。

＊＊町内小学生読書感想画展＊＊
　今年もこどもの読書週間にあわせ、
町内小学生の感想画５７点を展示しま
す。個性あふれる作品をぜひご覧くだ
さい。
　４月２３日（土）～５月１２日（木）

期間内の休館日
４月２５日（月）、２８日（木）、５月２日
（月）、９日（月）

新刊情報

健診・相談
所　保健福祉センター
問　役場保健福祉課☎85-6330

●保健のしおり交付
9日（月）受付9:30～9:45
●1歳児相談
13日（金）受付9:00～9:30
●2歳6ヶ月児相談
20日（金）受付9:00～9:30
●3歳児健診
11日（水）受付13:15～13:45
●赤ちゃん健康相談
24日（火）受付9:30～11:00

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

●おはなしぶらんこ　
毎週土曜日10:30～11:00　
●作ってみよう
1日（日）14:30～15:30　
●手作りクラブ
7日（土）13:00～16:30　
●絵手紙教室
14日（土）14:30～15:30　

●移動児童館（三倉小）
18日（水）14:30～16:00　
●折り紙教室
21日（土）14:30～15:30　
●移動児童館（宮園小）
25日（水）15:00～16:30　
●お楽しみゲーム大会
28日（土）14:30～15:00　

子育て支援センターイベント情報
☎84-4255　月曜休館

●森のくまさん広場
毎週火曜日11:00～11:30　
●子育てセミナー
11日（水）10:00～11:30　
●すくすくクラブ
12日（木）10:00～11:00　
●移動子育て支援センター
　（天方改善センター）
20日（金）10:00～11:30　
●のびのびクラブ
25日（水）10:00～11:00　
	

●人権相談 所町　問住
12日（木）13:00～15:00
●行政相談 所町　問住
12日（木）13:00～15:00
●無料法律相談（要予約） 所町　問住
12日（木）13:30～16:30
※予約受付4/21（木）～
●年金相談（要予約） 所町 　
18日（水）9:30～12:00
問　掛川年金事務所☎0537-21-5521
●消費生活相談
平日8:30～17:15
所・問　役場産業課☎85-6319
●心配ごと相談 所保　問社
2日（月）、16日（月）9:00～12:00
●結婚相談 所保　問社
8日（日）9:00～11:30

●障がい等地域生活相談室（要予約） 
　（知的・発達障がい） 所保　問保
13日（金）、27日（金）9:00～16:00
●こころの相談窓口（要予約） 
　（精神疾患など） 所保　問保
17日（火）13:30～15:00
※予約受付～5/10
●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9:00～17:00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715

～お子さんや子育てに関する悩みを一緒に考えます～
内容についての秘密は固く守り、匿名での相談も受け付けます。
電話番号　0５３－４５８－４１５２(よいこに)＜西部地区＞
相談時間　平日　午前9時～午後8時、土日　午前9時～午後5時
　　　　　祝日、年末年始はお休みです
＊静岡県が設置し、年間1，400件を超える相談が寄せられています。

図書館

電話相談「子ども・家庭110番」

納税など
（納期限5月31日） 5月

犬・猫など 5月

相談 5月

子育て 5月
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資格をもった助産師、保健師など、
面接：産婦人科医
相談日　電話：毎週火・金曜日　10：
00～ 15：00、面接：第2・4金曜日　
10：00～ 15：00（先着4人・要予約）
相談先　電話：055-991-2006、面接：
静岡市内会議室（上記電話で予約）

H	P　https：//www.pref.shizuoka.
jp/kousei/ko-140/kokatei/
funinsoudan.html
○思春期健康相談室「ピアーズポケット」
内	 容　恋愛や友人関係、性に関する
ことなど
相談員　助産師、保健師、同世代のピア
カウンセラーなど
相談日　毎週水曜日13：00～ 17：00、
毎週土・日曜日10：00～ 17：00
相談先　電話：055-952-7530、来所：
沼津駅南口商連ビル1階、メール：
shishunki@poem.ocn.ne.jp

○しずおか妊娠SOS
対	 象　望まない妊娠により悩みを
抱えている人
相談員　助産師など
相談日　毎週水・土曜日  13：00 ～
17：00
相談先　電話：055-941-5006、メール：
HPの入力フォームから
H	P　http://www.s-ninshin-sos.jp

平成28年度静岡県農業振興基金協会
助成事業の募集

対	 象　農業者などのグループが実
施する農業生産技術の改善、新商品
開発や販売促進、地域づくり活動な
どの意欲的な取り組み
助成額　事業費の2分の1以内
申	 請　所定の申請書を作成の上、5
月中旬の事前審査を受けてください。

問　中遠農林事務所　☎37-2268

小学3年生〜高校3年生のための
夏休み海外研修交流事業参加者募集
派遣日程　7月22日㈮～ 8月14日㈰
のうち8～ 18日間 

内	 容　ホームステイ、ボランティア、

文化交流、学校体験、英語研修など
申込締切　5月26日㈭または6月9日㈭
　※事業により異なる
○説明会（静岡会場）
と	 き　5月15日㈰ 15：00～ 16：30
ところ　静岡勤労者総合会館
　（静岡市葵区黒金町5-1）
その他　予約不要、入場無料
問・申　公益財団法人国際青少年研修協会
　☎03-6417-9721、ＦＡＸ 03-6417-9724 

親子リトミック参加者募集

音楽やリズムに合わせるリトミッ
クと知育制作で子どもの成長を育み
ます。
と	 き　4月22日㈮、5月6日㈮、27
日㈮、6月3日㈮  10：00～（幼児）、
11：10～（赤ちゃん）
ところ　森町文化会館リハーサル室
対	 象　生後3 ヶ月から1歳までの
赤ちゃんとその保護者、1歳～ 3歳
の子とその保護者

※体験無料。継続者は制作材料費実費
申･問　ピヨピヨクラブ　高垣
　☎090-2683-4379

森町病院友の会総会と
講演会のお知らせ

と	 き　4月23日㈯　13：30～
　（講演会は14：00～ 16：00）
ところ　森町総合体育館2階研修室
内	 容　総会、講演会「わたしの最期
はわたしが決めたい-事前指示書の
おはなし-」 講師：菊川市家庭医療
センター指導医　津田修治氏
その他　参加費無料。会員でない人で
も参加可。元気もりもりかわせみ体
操も実施。
問　公立森町病院管理課　☎85-2181

がんサロン「なごみ」

と	 き　5月20日㈮、7月15日㈮  13：
30～ 15：30

ところ　磐田市立総合病院　周産期
母子医療センター講堂（磐田市大久保
512-3）　
対	 象　がん患者や家族
内	 容　患者、家族の交流や情報交
換、がんに関するミニレクチャー。

※申込み不要。当日、直接会場へ　
問　磐田市立総合病院　がん相談支援
センター　☎0538-38-5000㈹

看護職等再就業準備講習会の
お知らせ

と	 き　6月8日㈬～ 10日㈮  9：00
～ 16：00

ところ　浜松労災病院（浜松市東区将監町25）
内	 容　最近の看護の動向・看護の
基礎技術の演習
対象者　看護の仕事をしていない看
護職免許保有者
受講料　無料（託児費一部補助あり）
申込方法　5月31日㈫締切。所定の
用紙にて受付。電話、FAX、Eメー
ルでご連絡ください。
申・問　静岡県ナースセンター西部支所　
☎・ ＦＡＸ 053-454-4335、Eメール
hamamatu@nurse-center.net

中遠地域労福協フェスタ
開催のお知らせ

と	 き　5月8日㈰  10：00～ 13：00
ところ　小笠山総合運動公園エコパ
　P9駐車場（旧東第3駐車場）
内	 容　チャリティーバザー、フワフワ、
バッテリーカー、模擬店、大抽選会など

問　袋井地区労福協　☎45-1221
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情報ステーションステーションステーションステーション information

4月1日現在 （　）内は先月比
世帯数 ··············· 6,458 （－ 1）
人口 男··········· 9,398 （－ 35）
 女··········· 9,590 （－ 38）
 計·········18,988 （－ 73）

編
集
後
記

国民年金保険料の免除・納付猶予
申請・学生納付特例制度について
国民年金保険料の納付が困難な場

合、申請により保険料の納付が免除・
猶予となる制度があります。
①保険料免除制度
全額、3/4、半額、1/4免除の4段

階があり、所得により判定されます。
②若年者納付猶予制度
20歳代が対象。本人と配偶者の所

得により判定されます。
③学生納付特例制度
20歳以上の学生が対象。申請によ

り、在学中の保険料が猶予されます。

※この期間以外に2年間さかのぼって
免除の申請をすることが可能です。
詳しくはお問い合わせください。
問　役場住民生活課国保年金係
　☎85-6313

自動車税の納期限は
5月31日㈫です

納期限　5月31日㈫
納付場所　金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストア、インターネットバ
ンキングも利用できます。
問　磐田財務事務所課税課課税第1班
　☎37-2211

中遠クリーンセンターと
中遠粗大ごみ処理施設の休業のお知らせ

大型連休前後のごみの持ち込みは大変混
み合いますので、お早めにお願いします。
問　袋井市森町広域行政組合
　中遠クリーンセンター　☎30-0530
　役場住民生活課生活保全係
　☎85-6314

電気柵・ワイヤーメッシュ柵等の
原材料費を補助します

イノシシ、シカなどの有害鳥獣によ
る農林作物への被害を防止するため
補助金を交付します。
対	 象　町内に農地または山林を有する
人（借地を含む）が設置する電気柵・ワ
イヤーメッシュ柵等の原材料の購入に
要する経費（購入済みのものは対象外）

補助金額　購入費の2分の1
　（上限6万円）
申請方法　購入予定の店で作成した
見積書、設置予定箇所を示した位置
図、認印をお持ちになり役場産業課
で申請してください。

※電気柵は法律で設置方法が定めら
れていますのでご注意ください。
申・問　役場産業課林政係
　☎85-6317

エコアッププラン（地球温暖化防止
実行計画）推進状況について

町では、地球温暖化防止推進のた
め、エコアッププラン（地球温暖化防
止実行計画）を推進中です。
平成26年度の役場関連施設・公用

車などの二酸化炭素（CO2）排出量は、
2,642.6tで平成25年度を基準年とし
た排出量2,859.4tと比較して7.58%
削減することができました。
今後も、冷暖房の温度設定の見直

し、夏のクールビズと冬のウォームビ
ズへの取り組み、公用車のガソリン使
用量削減や役場関連施設の電気使用
量削減などを通じて引き続き地球温
暖化防止に努めていきます。
問　役場住民生活課生活保全係  ☎85-6314

森町文芸『三木の里』
発刊のお知らせ

文芸『三木の里』第23号が完成しま
した。合併60周年記念公募写真や川柳
･俳句･短歌大会の全作品を収録してい
ます。また、特集遠州の小京都では、森
町の成り立ちを詳しく紹介しています。
販売金額　1冊500円
※現金と引換でお渡しします。教育委
員会窓口までお越しください。
問　森町教育委員会社会教育課 ☎85-1112

妊娠・出産についての
相談窓口

○不妊・不育専門相談
相談員　電話：不妊カウンセラーの

▼
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の

肉
を
使
っ
た
ジ
ビ
エ
料
理
を
初

め
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
思
っ
た
よ
り
も
く
せ
が

な
く
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
か
ら
肉
や
魚
を
食

べ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
命
を

い
た
だ
く
重
み
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
食
事
の
時
は
手
を
合
わ

せ
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
感

謝
の
挨
拶
を
忘
れ
ず
に
し
た
い

で
す
。�

（
ま
つ
）

▼
「
森
の
石
松
よ
い
男
♪
」
と

旅
姿
三
人
男
の
歌
に
も
登
場
す

る
石
松
つ
ぁ
ん
は
、
何
故
今
も

人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る
の
で

し
ょ
う
か
?
情
に
厚
く
て
お
人

良
し
。
そ
の
性
格
は
単
純
明
快
。

石
松
を
語
る
皆
さ
ん
は
誰
も
が

楽
し
そ
う
で
、
今
月
表
紙
の「
次

郎
長
一
家
二
十
八
人
衆
」
の
女

性
陣
も
晴
れ
や
か
満
面
の
笑

顔
。
ま
さ
に
、
森
町
の
永
遠
の

ア
イ
ド
ル
で
す
ね
。�

（
か
）

制度 対象期間 受付期間

①② 平成28年7月〜
平成29年6月

平成28年
7月から

③ 平成28年4月〜
平成29年3月

平成28年
4月から

月 日 中遠クリーン
センター

中遠粗大ごみ
処理施設

4/29㈮ 休業日 休業日

4/30㈯ 9：00〜 12：00、
午後休業 休業日

5/1㈰ 休業日 休業日

5/2㈪ 9：00〜 12：00、
13：00〜 17：00

9：00〜 12：00、
13：00〜 16：30

5/3㈫ 休業日 休業日
5/4㈬ 休業日 休業日
5/5㈭ 休業日 休業日

5/6㈮ 9：00〜 12：00、
13：00〜 17：00

9：00〜 12：00、
13：00〜 16：30
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広
報
も
り
ま
ち
　
平
成
2
8
年
4
月

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

コ
ナ
ラ
の
葉
が
芽
吹
き
、
ミ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
つ

ぼ
み
が
一
斉
に
花
開
く
「
町
民
の
森
」
。
今
月

は
、
森
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
の
永
田
歩
美

さ
ん
（
東
組
）
と
一
緒
に
、
こ
の
美
し
い
里
山

の
「
春
探
し
」
に
出
か
け
ま
す
。

町
民
の
森
は
「
森
町
の
後
世
に
継
承
す
べ
き

自
然
」
を
テ
ー
マ
に
平
成
15
年
10
月
に
オ
ー
プ

ン
。
「
町
民
が
集
い
、
憩
え
る
よ
う
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
故
・
望
月
ひ
さ
さ
ん
の
生
前
の
篤
志
寄
付
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
遺
志
は
大
切

に
引
き
継
が
れ
、
今
も
町
民
か
ら
の
善
意
の
寄

付
が
続
く
な
ど
、
町
民
共
有
の
財
産
と
し
て
保

全
を
続
け
て
い
ま
す
。
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
内
に
は
、
季
節
の
変
化
に
富
ん
だ
数
々
の
遊

歩
道
と
「
ロ
マ
ン
の
丘
」
な
ど
4
つ
の
展
望
台

を
備
え
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。

落
葉
樹
に
包
ま
れ
る
「
木
漏
れ
日
の
道
」

広
域
農
道
沿
い
の
南
ゲ
ー
ト
入
り
口
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
木
漏
れ
日
の
道
」
は
、
リ
ョ
ウ

ブ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
美
し
い
落
葉
広
葉
樹
の
ア
ー

チ
に
包
ま
れ
、
優
し
い
木
漏
れ
日
が
降
り
注
ぐ

遊
歩
道
。
空
気
の
澄
ん
だ
雑
木
林
の
中
で
心
地

よ
い
森
林
浴
を
味
わ
い
な
が
ら
、
可
憐
な
山
野

草
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
材
日
は
、

可
愛
ら
し
い
紫
色
の
「
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
」
を
あ

ち
こ
ち
で
発
見
し
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
で
も
手
軽
に
散
歩
す
る

こ
と
が
で
き
「
現
実
を
忘
れ
て
、
の
ん
び
り
と

く
つ
ろ
げ
る
場
所
」
。
そ
ん
な
魅
力
が
、
町
民

の
森
に
は
あ
り
ま
す
。

■
里
山
の
原
風
景
に
出
会
え
る
場
所

森
町
「
町
民
の
森
」
で
春
み
い
つ
け
た
！

森町橘地内の南ゲート入り口

見晴らしの良い南ゲートあずまや

自生するハルリンドウ（４月～５月）

◀
手
軽
に
散
策
で
き
る「
木
漏
れ
日
の
道
」

◀
あ
ち
こ
ち
で
出
会
え
る

　
可
憐
な
山
野
草

◀
４
月
か
ら
ミ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
木
や

　
山
野
草
が一
斉
に
咲
き
始
め
る
遊
歩
道

美しい落葉樹のアーチに包まれ、優しい日差しが降り注ぐ「木漏れ日の道」美しい落葉樹のアーチに包まれ、優しい日差しが降り注ぐ「木漏れ日の道」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

歴
史
、文
化
、自
然
、

産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

①枝豆は12個を残して牛乳とともにミキサーにかけ、粒
がないなめらかな状態にする。

②なべに分量の水、粉寒天を入れて混ぜ合わせて火にか
ける。沸騰してきたら弱火にして1分間煮る。グラニ
ュー糖を加えて溶かし、①を加えて混ぜる。

③水でぬらした型に流し入れて室温でさまし、表面が少
し固まってきたら、残しておいた枝豆を散らす。

④冷蔵庫に入れて30分ほど冷やし固める。
⑤食べやすい大きさに切って食べる。

作り方材料

枝豆寒天

６４キロカロリー（12等分）

枝豆………１と１／４カップ
（さやから出した豆だけの状態）
牛乳………………１カップ
水…………………１カップ
粉寒天……１袋（小さじ２）
グラニュー糖……大さじ８

毎月19日は
「食育の日」です。

か 

わ
い

※写真ではいちごと生クリームを添えています。


	1603もりまち[1-1]s
	1604もりまち[2-3]s
	1604もりまち[4-5]s
	1604もりまち[6-7]s
	1604もりまち[8-9]s
	1604もりまち[10-11]s
	1604もりまち[12-12]s
	1604もりまち[13-13]s
	1604もりまち[14-15]s
	1604もりまち[16-17]s
	1604もりまち[18-18]s

